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ホットニュース Hot News

◎雑誌スポンサー制度
　雑誌カバーに広告を掲載しませんか？
　雑誌の購入代金相当額を負担することで、企業・
商店・団体などのPRができます。
▶募集期間＝8月3日（火）～31日（火）
▶掲載期間＝10月～令和4年3月
▶広告1枠の規格＝①カ
バー表面（たて7cm×よ
こ14cm）、②カバー裏面

（A4サイズ未満※雑誌
の大きさによる）、③雑誌

架（たて15cm×よこ21cm）
▶設置場所＝各図書館雑
誌コーナー
▶申込方法＝申込書に必
要書類を添付の上、中央
図書館に直接または郵送
にて／希望する雑誌は、
図書館が提示する雑誌リ
ストから選定
※申込書や必要書類は、
図書館HPをご覧ください

其の 217

◆崋山が描いた田原の生きもの
　田原藩の家老で、文人でもあった渡辺崋山の作品
には写生に基づきながら描いたものもあります。
　また多くのスケッチ帳があったことが分かっており、
それらを重ねると天井に届くほどであったようです。
　崋山は晩年、蛮

ばんしゃ
社の獄

ごく
（※１）により、田原での蟄

ちっきょ
居

（※２）を言い渡され、池ノ原の屋敷に住んでいました
が、身の回りの様々な生きものをスケッチしています。
蟄居中の崋山の暮らしについては「歴史探訪クラブ
１６３」に多少載っていますが、それに付け加えると、
弟子の椿

つばきちんざん
椿山への手紙には、あちこちに出掛けて領

民と交流するなどし
て、一日中談笑して
仲良く過ごすように
努めているとありま
す。そのためなのか、
友人が持ってきた名
前もわからない魚を

描いた重要美術品「異
い ぎ ょ ず
魚図」（個人蔵）や自分の身

近にいた虫やカエル、キノコなどや領民などから見せ
てもらった魚貝類などをスケッチした「翎

れいもうちゅうぎょさつ
毛虫魚冊」

（草
そううん
雲美術館蔵）があります。これらのスケッチ帳を

もとに生命感あふれた魚や虫たちが描かれた重要文
化財「遊

ゆうぎょず
魚図」（静

せ い か
嘉

堂文庫美術館蔵）や
重要文化財「虫

ちゅうぎょちょう
魚帖」

（岡田美術館蔵）と
いった崋山の傑作の
一つとなる作品が生ま
れました。
【※１】江戸後期の、蘭
学者に対する弾圧事件
【※２】刑罰の一つで、
自宅の一室に謹慎さ
せること
（学芸員　鈴木まりな）

『3ステップでらしく描ける伝わる絵の見本帖』
OCHABI Institute/著　インプレス

見本をそのまま模写するのではなく、何分
の一の大きさ、何個分の位置というロジ
カルな指南で、絵が苦手でもそれらしく描
けるようになる教本です。

『お寺の掲示板』
江田智昭/著　新潮社

「輝け！お寺の掲示板大賞
2018」に投稿された作品を
集めた本です。心に染みる言
葉が並んでいます。

▲トノサマガエルなど（翎毛虫魚冊）

▲ミルガイ（翎毛虫魚冊）

① ②

◎ミルガイの豆知識
　この地域の方言で、ミルガイ
は「トリガイ」と言われていたよ
うです。
　また、このミルガイは畠村

（現在の福江町）の入江で捕れ
たものだと書かれています。

③

企業広告

企業広告
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